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玉川憲の自己紹介玉川憲の自己紹介

記 内 嘘が だけ混じ ます下記の内、嘘が一つだけ混じっています

• 右脳人間である• 右脳人間である

• IBMソフトウェア・エバンジェリスト

• 3つの修士号

• アメリカ人の息子
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Jazzとは？Jazzとは？

理想的な「チーム開発環境」を
追求するプロジ クトであり追求するプロジェクトであり

プラットフォームですプラットフォ ムです
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R ti l T  C t(RTC)とは？Rational Team Concert(RTC)とは？

RTCクライアント

Jazz上の、チーム開発環境です！

Jazzサーバー

RTCクライアント

開発者

設計 / 
開発 /

W bク イ ト

RTCクライアント
RTCクライアント

開発者

開発 / 
テスト

Webクライアント RTCクライアント

開発者

管理者/開発者/閲覧者

管理者

計画 / 割り振り

開発者
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計画 / 割り振り



JUnitJUnit

EclipseのJDTEclipseのJDT

RTCは、あのEric Gammaが、こんなツー
ルがあったらいいな、を形にしたもの
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RTCの特徴RTCの特徴

ム開発 ためチーム開発のために、

クアイテム管理を軸にワークアイテム管理を軸に、
メンバー管理 計画管理メンバー管理、計画管理、

構成管理 ビルド管理を統合構成管理、ビルド管理を統合
したオールインワン製品したオ ルインワン製品
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オールインワンの
包括的インフラストラクチャ

開発者利害関係者 リーダー ビルド担当者

ワークアイテム ソース(例：Java) リリース

ソース管理 ビルド管理
ワークアイテム

管理
計画管理

反復
反復
反復 ソ ス管理 ビルド管理

Rational Team Concert
包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャ

管理
計画管理

- メンバー管理
- 自動データ収集
- レポート作成
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ワークアイテム駆動で
分担・見積もり・トラッキング

開発者利害関係者 リーダー ビルド担当者

ソース管理 ビルド管理
ワークアイテム

管理
計画管理

反復
反復
反復 ソ ス管理 ビルド管理

Rational Team Concert
包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャ

管理
計画管理

- メンバー管理
- 自動データ収集
- レポート作成
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ワークアイテム駆動の
反復型計画

開発者リーダー

反復1反復1

反復2

ソース管理 ビルド管理
ワークアイテム

管理
計画管理

反復
反復
反復 ソ ス管理 ビルド管理

Rational Team Concert
包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャ

管理
計画管理

- メンバー管理
- 自動データ収集
- レポート作成
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プロジェクトの見える化プロジェクトの見える化

開発者リーダー

反復1反復1

反復2

ソース管理 ビルド管理
ワークアイテム

管理
計画管理

反復
反復
反復 ソ ス管理 ビルド管理

Rational Team Concert
包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャ

管理
計画管理

- メンバー管理
- 自動データ収集
- レポート作成
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成果物間に渡る
トレーサビリティを自動保持

開発者利害関係者 リーダー ビルド担当者

反復

ソース管理 ビルド管理
ワークアイテム

管理
計画管理

反復
反復
反復

反復

ソ ス管理 ビルド管理

Rational Team Concert
包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャ

管理
計画管理

- メンバー管理
- 自動データ収集
- レポート作成
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分散並行開発を支える先進的機能分散並行開発を支える先進的機能
開発者(サイトA) 開発者(サイトB)

花子太郎

切り替え可能
ローカルスペースローカルスペース

太郎リポジトリ① 太郎リポジトリ② 花子リポジトリ

伝播提出 A B C

A CAB

ソース管理Rational Team Concert
包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャ

共有リポジトリ
伝播提出 A B C

A B Cはコンポーネント
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包括的なコラボレ ティブ･インフラストラクチャ A,B,Cはコンポ ネント



ビルドの自動化で、
継続的統合を実現

RTCビルドシステム

ソース管理 ビルド管理
ワークアイテム

管理
計画管理

反復
反復
反復 ソ ス管理 ビルド管理

Rational Team Concert
包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャ

管理
計画管理

- メンバー管理
- 自動データ収集
- レポート作成
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開発プロセスのサポート開発プロセスのサポート

用意された開発プ セ を利用可能• 用意された開発プロセスを利用可能

• 状況にあわせたルール定義ができる

開発者利害関係者 リーダー ビルド担当者

状況にあわせたル ル定義ができる

開発者利害関係者 リーダー ビルド担当者
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分散開発における
コラボレーション・サポート

W b2 0技術( iki h RSS)を統合• Web2.0技術(wiki, chat, RSS)を統合
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Day1 Productivity!Day1 Productivity!

簡単なセットアップ• 簡単なセットアップ
• 使いやすく理解しやすいUI使
• 管理コストの削減
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オープン＆スケーラブルな
Jazzプラットフォーム

既存資産との連携が可能• 既存資産との連携が可能

• 幅広い開発環境(Eclipse, Java)、DB/アプリ幅広い開発環境(Eclipse, Java)、DB/アプリ
ケーションサーバー環境をサポート

小規模から大規模へ• 小規模から大規模へ、
段階的にＲＴＣを適用可能

• オープンでコミュニティベースの開発モデル
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異なる開発環境を
1つのサーバーでアセット管理

Jazzサーバーメンバー管理
タスク管理
ソース管理

見える化
コラボレーションソース管理

ビルド管理

ラボレ ション
プロセス自動化

RTCRTCEclipse
RTCVS RDi

開発チーム開発チ ム開発チーム 開発チーム
by System i/z

開発チーム
by VisualStudio

開発チ ム
by Eclipse
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RTCのメリットRTCのメリット
下記に嘘がひとつ混じっています

• 分散した環境でも、メンバーが隣にいるかのよ
うなコラボレーション環境うな ラ シ 環境

• 日々の業務をこなすと、プロジェクト・個人レベ
ルの進捗がリアルタイムで自動的に見える化ルの進捗がリアルタイムで自動的に見える化

• 開発プロセスを無理なく遵守できる仕組み

導 簡単さ 使 勝手 良さ• 導入の簡単さ、使い勝手の良さ

• UMLモデリング可能な統合された環境デリング可能な統合された環境

• 開発チームの標準プラットフォームとして、拡張
性とスケーラビリティに優れた環境
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性とスケ ラビリティに優れた環境



関連リンク集関連リンク集
• Jazzポータル

– http://www.ibm.com/jp/software/jazz/
• RTC Japan wiki

– http://www.ibm.com/developerworks/wikis/disp
lay/rtcj

はじめて使うJ• はじめて使うJazz
– インストールから使いはじめまで丁寧に解説

http://codezine jp/article/detail/3538http://codezine.jp/article/detail/3538
• Jazzブログ

Jazz関連の情報が満載です– Jazz関連の情報が満載です
http://www.ibm.com/developerworks/blogs/pag
e/jazzydev
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皆様、ご清聴ありが皆様、 清聴あり
とうございました！とう ざ ました！
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Rational Team Concert機能一覧

反復計画

反復計画と実行の統合

プロジェクトの透明性

カスタマイズ可能なプロジェクトダッシュボード

ソフトウ ア構成管理 ワ ク アイテム ビルド

キー・マイルストンにリンクしたタスクの見積り

複数のプロセス・テンプレートをあらかじめ用意

リアルタイムのメトリクスとリポートの照会

プロジェクトのマイルストン・トラッキングと状況の表示

フロー制御

ストリーム管理

コンポーネントレベルベースライン

ソフトウェア構成管理 ワーク・アイテム

障害、拡張依頼、その他の作業
依頼

クエリーのルールおよび結果を

ワークアイテムと変更差分の追跡

ローカル/リモートのビルドサー
バーの利用

ビルド

コンポ ネントレ ル スライン

ストリームや有効なベースライン
内のコンポーネント識別

ClearCase コネクター

チームメンバーと共有

承認プロセスとディスカッション
のサポート

ClearQuest コネクター

Antおよびコマンドラインツールの
サポート

Rational Build Forgeとの連携

「 定義と適
Jazz チーム・サーバー

Q ネクタ

クエリー・エディター

「ルール」の定義と適用

プロセスの通知と強制

コラボレーションによりチーム・メンバーや彼らの作
業状況を表示

プロジェクトに関連する成果物を一元管理

チームの環境設定やチームの親子構造可能

分散した開発チームの協業をサポート

プロセス定義によるロ ルベ スの制御を実現
© IBM Corporation 2009. All Rights Reserved.

プロセス定義によるロールベースの制御を実現



補足資料 デ補足資料：ショートデモ
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デモのシナリオデモのシナリオ

マーティン
(リーダー）

障害発生！

補足：
マーティンが障害登録、

比較的手の空いている較
玉川に依頼。

玉川はそのワークアイ
テムを確認して、

和田（開発者）玉川（開発者）
テムを確認して、

作業開始し、チーム共
有リポジトリに提出。

その情報がリアルタイ

RTCサーバー玉川用
リポジトリ

和田用
リポジトリ

その情報がリアルタイ
ムに和田に伝わる。
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リポジトリ
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補足：
Eclipseを開いていなくp
ても、和田の画面には、
右のように通知が届く。
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RTC活用のメリットRTC活用のメリット
マーティン（リーダー）

メンバーの動きが「見える化」されたので、
仕事のアサインがしやすくなりましたね。

玉川（開発者）

RTCを使うと 何時 何の為に どのソ スを修正RTCを使うと、何時・何の為に・どのソースを修正
したか記録できるので便利やなあ。

和田（開発者）

ソースファイルの変更履歴とその理由が分かるか
ら 自分のスキルア プにもなるねら、自分のスキルアップにもなるね。

自社の社員だけでなく、協力会社の社員の作業の見える化も可能！
© IBM Corporation 2009. All Rights Reserved.


